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生糸及び宅の寄掛仁は｢t=.メマルがyヲブシムシ_汀 ヒメカツヲブシムシ｣等ありて基の被啓

























樫唐すると2(ト 3°分間に粂副葬剤を吸着し液酎 !柏 ､になるい叉冷液の敦 ｣にてはB-tu1番間にし
て発令に吸藷する｣.斯くして葵剤を吸着せしめたfL:漆 は無色且無臭である
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(B).喰 審 試 験
前記試験威理晶に勤し成るべく被害を大きくr明瞭にするために多数U)rヒ.メマルがソヲブシ
ムシ｣糾司時にイ緋-1し攻の三笹の方法に依って喰審訊政綱 守ったL-)
第-班 :直径 23｡m､深さ Hcllの拍子皿を使用し供訊晶12穏抵粗度計の捌長器を以て51)()rnj
搾 り之れkL)欄干L⊂2,flO()本の糸俵より成る輪とLて硝子皿L中に入れ 之れに ｢ヒメマルがy
ヲプシムシJL26()kk-を絡過に散布し晴朗に於で 自由に蝕寄せしめ､且つ 毎朝供就晶糾叶して蝕
の附常数を記錬し成る可く畠を公平に接解せしめる剛 腰 以て綱 箆中に於ける横紙晶の上下U)
位置を轡東して入れ其aj上か ら商用司棟に劫を薦過に散布した
I 7月19日 7月壷 17ふ21(;.7月'39EI壷可7月叫 7煎 相 如
〝 C ･.T)7 - 1'1 1.1 '19 llit 17LTi0 -jきち i(:l三一 甚 L
0.4yo J/ ∫; 辛 1.i .IT}l
lo.fJ% J/ 9 '11ー 13 粥0 .
0.(堪 〝 0. 小 II -1 Lltq
0,4%浪噂虚鯉糸 16盟,T} 10. 17 1日 lr} 1如
上記の円敢後の二供弼晶は慮堺後 215ケ月を経過Lたもめである i
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第三挫 :魔理筏的 '2･5ケ月を輝過したO･4%'-蹴破及び冷液魔斑晶各 1個及び無塵琴糸 1個 を
夫 慣々駕 7cmの庶口甑に入れ､ これに漁501喧づ｣を改革して 7月15日よりL27日迄曙桝に入れて
触客せしめた精巣は攻の如 Ut!.ある､l
t.I:. 訳 晶
無 慮 規 糸
0.4% 楓 潅 鹿 野捜索























･1(1)､rトl)r;1言1)･ンJ1,go液に本防蝕剤 0.4/qb混入､冷液にて約 4時間授潰したるに生糸離 卵昂
色を星し結凍良好ならすし
(勘､rサイガム_r1,Orb'液に本防帥剤0.4%混入冷液にて約8時間浸潰したるに何等轡化を認め
ず､
剛 史下潰剤其の他の報剤との併用試験に関しては未だ充分漁らず今後も引放き各樫に付産前
験する橡定であるLl
鰭 主:I
春防蝕剤に関する試験の緑薫は大鰐以上の如 くであるが.之れを質際に臆用する場合には尭
づ撚糸の下番の如 く原糸の舷を解き本防蝕剤冷液虹て魔性複乾燥して糸棟を行ふのであるし､
術は等親附除に常っては工場内を努めて清潔に且つ咽るn J寄島の僻み易き曙きF)-r.床板の
隙間等には通常な難曲剖糾散布し常に之が橡防に留意すれば粟に先金に防除し得▲らる＼ものと
患者す.
附 記 ,
本研究は 『丹後縮緬』第二百八舵に磯表されたものであるが敢闘の霞要産薬に極めて開係の
深い問題であるので著者の承諾を得て並に再び掲載した次第であるU (係).
